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【表　紙】 副院長に就任した渡部医師が専門とする小児科の一場面です。ここから、この地域の周産期・小児科医療を護ります。
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副院長就任



病院の理念

地域住民から信頼される医療

基本方針

１ 患者さんの権利と意思を尊重し、
患者本位の医療を提供します。

２ 地域中核病院として、救急医療、
高度専門医療の充実に努めます。

３ 地域の医療・介護・保健機関と
密接な連携を行います。

４ 次世代の医療従事者の教育・研修
に貢献します。

公立藤岡総合病院だより
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副院長就任ご挨拶
　2023 年 4 月より副院長の職を拝命いたしました渡部登志雄と申します。併せて

患者支援センター長の任に就くこととなりました。以前からの院内感染予防対策

委員長も引き続き務めております。専門は小児科です。さて、2020 年からのコロ

ナ禍では当院を含め多くの医療機関が大きく翻弄されました。この間、発熱時の

受診、紹介入院、県またぎの入院などに制約がかかることがあり周辺の医療機関

の皆様や住民の皆様にいろいろと御迷惑をおかけいたしました。この 5 月に 5 類

移行となり、日常生活はおおむねコロナ前に近づきつつありますが、院内は感染

拡大防止を最優先とし慎重な対応を続けております。しかし、外来受診、他医療

機関からの紹介等の医療連携につきましては通常に戻っております。また、コロナ

禍で休止されていた地域医療機関との情報交換会や地域住民の皆様への市民公

開講座、市民健康教室の開催については再開、若しくは再開を画策しております。

　これからも地域に根ざす病院として、「顔の見える関係」を大事にして、新生児

から高齢者まで、病院の理念である「地域住民から信頼される医療」をめざして

更なる努力をしていきたいと思います。今後とも何卒よろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　副院長兼患者支援センター長　　渡部　登志雄



　平成8年に高崎市新町に親の診療所を継承し、「町医者」をやっております。
　この4半世紀に医療を巡る状況も様々な変化が見られています。我々開業医の業務内容も日々の外来診療に加え、在宅診療、介護保険事業
の協力、予防接種、検診事業、学校医、産業医等々の様々な要請に対応していかなくてはならない状況となっています。以前は自院完結型医
療が素晴らしいものと考えていましたが、長年通われている患者さんを診ていると「目」「腰」「骨」「頭」等々の問題が重なり、昨今では積極
的な連携医療こそが患者さんの為になると実感しています。
　時に患者さんの方から「ちゃんとした病院
を紹介してください」との要請があり、「ちゃ
んとしていない医院」はダメだよなと凹みな
がら紹介状を書いています。このような状況
の中で当院では、歩いて来られる近隣の方を
中心に「町の保健室」を目指しております。「町
医者」の一番重要な課題はトリアージをしっ
かりできることで、患者さんに「大丈夫！」と
言えることが自分の仕事ではないかと考えて
います。このため後方支援として公立藤岡総
合病院のしっかりとしたサポートがあること
が当地区において我々が安心して仕事をして
いける条件であります。

富永クリニック

関口医院

住所：〒370-1301　群馬県高崎市新町2273-7　　TEL：0274-42-0251
診療科目：内科・小児科・皮膚科・泌尿器科・婦人科・循環器科・消化器内科・人間ドック
診療時間：9：00～12：00、14：30～18：00
　　　　 ※休診日は木曜日・土曜日午後・日曜日・祝祭日

登録医のご紹介

院 長 関口　哲郎　Sekiguchi Tetsuro高 崎 市

神 川 町

　埼玉医科大学病院、社会保険病院（現埼玉メディカルセンター）、小
川赤十字病院勤務を経て平成17年神川町に内科・小児科を開院いたし
ました。専門は血液疾患、感染症でしたが、当時の医局は内科全般を
診る時代で、あらゆる内科疾患を診療し、社会保険病院では、糖尿病
も勉強させて頂きました。これらの臨床経験を活かし、地域に根付いた、
家族全員が安心して受診できる「かかりつけ医」を目指しやってまいり
ました。神川町（人口約13000人）は川を挟み藤岡市に隣接しているため、
藤岡総合病院に紹介するケースが多く、大変お世話になり、改めて御
礼申し上げます。神川町は自然に恵まれ、果物は豊富で特に梨は美味
しく、金鑚神社（武蔵の二宮）金鑚大師（大光普照寺）、温泉も有り住み
易い地ですが、少子高齢化に伴い人口減が町の課題です。
　そんな中、当クリニックでは、患者さんと同じ目線で接し、最新医療
を常に学び、地域の皆様に少しでも満足して頂ける医療を提供したい
と考えております。

住所：〒367-0232　埼玉県児玉郡神川町新里367-2
TEL：0495-77-0762
診療科目：内科・小児科・呼吸器内科・消化器内科・
　　　　  循環器内科
診療時間：月・火・木・金　9：00～12：00　
　　　　　　　　　　  15：30～18：30
　　　　  水　9：00～12：00　　
　　　　  土　9：00～13：00
　※休診日は水曜日午後、土曜日午後、日曜日、
　　祝祭日

院 長 富永　一則　Tominaga Kazunori

地域医療支援病院　活動報告

　2023 年 4 月より、甲賀英明先生の後任として患者支援センター長を拝命致しました。よろし
くお願い申し上げます。
　平素より地域医療連携につきまして御理解、御協力を頂きまして誠にありがとうございます。
　地域医療支援病院は、地域の病院、診療所などを後方支援する形で医療機関の役割分担と連
携を目的とし、地域に必要な医療を確保することを目的としています。その中で、医療連携（紹
介率、逆紹介率）、救急医療の提供、医療機器の共同利用、地域の医療従事者に対する研修、退
院調整部門の設置、地域医療連携パスの普及。などの設置、向上が求められています。
　この 5 月新型コロナウィルス感染症が 5 類に移行し救急外来、紹介等の医療連携はほぼ通常
通りに戻っております。今後、上記目標を強く推し進めていくため、救急患者の可能な限りの
受け入れ、患者紹介に対する返書記載の徹底、患者支援センターを介してのスムーズな入退院
支援、地域連携クリニカルパスの開発、推進などは引き続き行って行きます。また、コロナ禍
で休止していた「顔の見える関係」を大事にするための地域医療機関との情報交換会や地域住
民の皆様への市民公開講座、市民健康教室の開催については再開、若しくは再開を画策してお
ります。今後も「皆様とともにある病院」をめざし頑張って参ります。よろしくお願い申し上
げます。

　　　　　　　　　　　　　副院長兼患者支援センター長　　渡部　登志雄

上越・北陸新幹線

高崎線

八
高
線

藤岡IC
新町

17

公立藤岡
総合病院
公立藤岡
総合病院

於菊稲荷神社
北藤岡

254

丹荘

神
流
川

神川町役場

八高線

131

462

各種統計
令和３年度 令和４年度 前年度比

入院１日平均患者数 280.3 人 282.1 人 1.8 人
病床利用率 71.2％ 71.6％ 0.4％
救急車受入数（年間統計） 4,020 件 4,475 件 455 件
地域医療支援病院紹介率 63.1％ 68.5％ 5.4％
地域医療支援病院逆紹介率 87.1％ 90.5％ 3.4％
外来１日平均患者数 667.1 人 672.3 人 5.2 人

登録医状況
医療機関 239
登録医 265

医療機関 243
登録医 272

医療機関 4
登録医 7

地域医療従事者への研修 11 回 16 回 5 回

地域連携パス統計 （単位：人）
令和３年度 令和４年度 前年度比

大腿骨頚部骨折 56 47 – 9
脊椎圧迫骨折 16 18 2
脳卒中 57 59 2
５大がん 32 34 2



今年度は、新たに７名の研修医を受け入れました。
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き
︑プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ

プ
が
自
己
成
長
の
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
︒

集
合
研
修

　
新
人
看
護
職
員
は
︑
４
月
１
日
付

で
各
部
署
に
配
属
さ
れ
ま
す
︒
配
属

後
の
４
月
は
︑
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
は
じ
め
と
し
て
︑
社
会
人
と
し
て

の
生
活
に
慣
れ
る
こ
と
︑
職
場
の
環

境
に
慣
れ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
︒
５
月
以
降
は
︑プ
リ
セ
プ
タ
ー

を
中
心
と
し
た
先
輩
看
護
師
の
指
導

の
も
と
に
︑
病
棟
業
務
の
一
連
の
流

れ
を
経
験
し
ま
す
︒
集
合
研
修
で
の

学
び
を
現
場
で
実
践
し
な
が
ら
︑
安

全
な
看
護
に
つ
い
て
も
一
緒
に
考
え

学
ん
で
い
き
︑
指
導
を
受
け
な
が
ら

少
し
ず
つ
患
者
さ
ん
を
担
当
し
︑
夜

勤
業
務
の
経
験
も
重
ね
て
い
き
ま
す
︒

入
職
半
年
を
迎
え
る
頃
に
は
︑
プ
リ

セ
プ
タ
ー
や
先
輩
看
護
師
の
指
導
と

支
え
を
受
け
な
が
ら
︑
部
署
の
一
員

と
し
て
一
人
で
行
え
る
看
護
業
務
も

増
え
︑
患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
あ
っ
た

看
護
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒

１
年
経
つ
頃
に
は
︑
患
者
さ
ん
と
の

関
わ
り
を
通
し
て
︑
看
護
の
基
礎
知

識
・
技
術
・
態
度
を
習
得
し
︑
一
人

前
の
看
護
職
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
︒

一
年
か
け
て
の
成
長

プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ

１か月フォローアップ研修静脈注射研修

手術終了後、プリセプターの指導のもと
機材チェック中です

プリセプティ・プリセプター

▶
令
和
５
年
度
看
護
職
入
職
者



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

２
類
か
ら
５
類
に
移
行
し
て 

~
当
院
の
対
応
状
況
~

　
令
和
５
年
５
月
８
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
︑
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
︑

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
︑﹁
５
類
感
染

症
﹂
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
︒
そ
れ
に
伴
い
毎
日

発
表
さ
れ
て
い
た
新
規
感
染
者
数
は
︑
特
定
の

医
療
機
関
だ
け
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
﹁
定
点

把
握
﹂
と
な
り
ま
し
た
︒
群
馬
県
で
は
︑
87
ヵ

所
の
医
療
機
関
が
︑
患
者
数
を
週
に
１
回
報
告

し
て
い
ま
す
︒
発
生
状
況
に
つ
い
て
は
︑
群
馬

県
衛
生
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
群
馬
県
感

染
情
報
で
毎
週
水
曜
日
に
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
︒

　
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
が

緩
や
か
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
︒
今
後
︑
夏

に
か
け
﹁
第
９
波
﹂
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ

患
者
の
動
向

て
い
ま
す
︒
感
染
対
策
と
し
て
手
洗
い
や
手
指

消
毒
を
お
こ
な
い
︑
マ
ス
ク
の
効
果
的
な
場
面

で
の
着
用
や
﹁
３
密
﹂
回
避
︑
換
気
を
す
る
な

ど
の
対
策
が
有
効
で
す
︒

　
発
熱
や
咳
︑
咽
頭
痛
︑
息
苦
し
さ
︑
強
い
だ

る
さ
︵
倦
怠
感
︶
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
︑

ま
ず
は
︑
か
か
り
つ
け
医
や
身
近
な
医
療
機
関

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒
か
か
り
つ
け
医
が
な
い

場
合
は
︑
お
住
い
の
地
域
の
保
健
福
祉
事
務
所
・

保
健
所
ま
た
は
県
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
︒
　
当
院
へ
の
受
診
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
︑
ま
ず
は
お
電
話
で
ご
相
談
を
お
願

い
し
ま
す
︒

受
診
に
つ
い
て

　
５
類
移
行
後
も
面
会
を
制
限
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
︒
院
内
は
免
疫
力
の
低
い
患
者
さ
ん
が

入
院
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
︑
感
染
防
止
の
た

め
面
会
時
は
︑
不
織
布
マ
ス
ク
と
手
指
消
毒
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
︒
な
お
︑
面
会
時
の
詳

細
な
注
意
事
項
を
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
面
会

の
方
へ
﹂
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
︑
ご
確

認
の
上
︑
来
院
を
お
願
い
し
ま
す
︒
ま
た
︑
外

来
受
診
の
際
も
不
織
布
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指

消
毒
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

面
会
・
来
院
に
つ
い
て

　
感
染
が
再
拡
大
し
た
場
合
に
お
い
て
も
診
療

体
制
に
つ
い
て
は
︑
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
︑

受
診
や
入
院
治
療
が
で
き
る
体
制
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
︒
感
染
防
止
対
策
と
し
て
今
後
の

流
行
状
況
に
よ
り
︑
面
会
を
禁
止
と
さ
せ
て
頂

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
︒
な
お
︑
当
院
で
は
群
馬
県
の

感
染
状
況
に
応
じ
て
︑
最
大
20
床
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
専
用
病
床
を
確
保
し
て

お
り
ま
す
︒

　
５
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
て
も
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
力
が
低
下
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

特
に
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
は
︑
今
ま
で
と

同
様
に
感
染
対
策
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
︒
当
院
で
も
︑
引
き
続
き
感
染
対
策
を

慎
重
に
行
い
な
が
ら
︑
診
療
の
継
続
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
︒

患
者
の
動
向

各病棟をラウンドします感染制御チームによる院内ラウンド

▲
病院のホームページ

病院からのお知らせ

電話診療による処方せんについて

　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から実施していました電話によ
る院外処方せんの発行を、令和５年７月３１日をもちまして、終了とさせ
ていただきます。
　ご理解・ご協力をお願いいたします。


